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乗鞍岳のオンタケヌレチゴミムシ

森田誠司＊

ApenetletuS ambiguus（BATES）fromMt．Norikura－dake，

CentralHonshu，Japan

SeijiMoRITA

わが国において，ヌレチゴミムシ亜科Patrobinaeに属する甲虫は，およそ20種が知られている。

その大部分は，山地性ないし高山性で後麹が退化し，分布も限られている。この亜科を大別すると，

陰茎が溝状で背面に膜質部が広く認められる辞（Deltomerini）と，管状に近く左右の側壁が背面で

接近することを特徴とする群（Patrobini）とにわけることができる。bが国の山地性のヌレチゴミ

ムシに限ってみれば　前者に属するものはすべて，第5的節下面の刺毛を欠くことで後者とは容易

に区別することができる。しかしながら，体形や各部がたがいによく似ているので　外部形態で種

を識別することは不可能に近い。ただ　雄の交尾器には種の識別に役立ち，系統関係を示す特徴が

よくあらあれるので　分類同定に際しては，よく成熟した雄の標本が必要不可欠である。

最近，岐阜県博物館の長谷川道明氏のご好意で　同氏が乗鞍岳（岐阜県一長野県）で採集された

ヌレチゴミムシを研究することができたき＊幸いにも研究に充分な雄の標本が含まれていたので，近

隣の地域から採集された標本と比較検討した結果，オンタケヌレチゴミムシ　ApenetγetuS

ambiguus（BATES）（1883，p．289）と同定することができた。かなり以前から，乗鞍岳にヌレチゴ

ミムシの一種が生息していることは知られていたが，正式な記録がみいだせなかったので，ここに

本種を記録し，簡単に再記載しておきたい。

Apenetretus ambiguus（BATES）

〔オンタケヌレチゴミムシ〕

（図1－6）

体長：8．5－9．6mm（頭盾前縁から麹端まで）。

体は，他のヌレチゴミムシ類に比べてやや細長。体色は黒褐色。頭盾前縁，上唇，触角，股，腹

節は褐色一赤褐色。

頭部はやや大きく背面はよく突出する。眼は明らか。側頭のふくらみは弱い。前頭溝は，短かい

が深く，後方へ開き，小さい点刻を含む。眼の内側には2対の剛毛がある（6♂♂，9♀♀のうち

1♀において左側後方の剛毛の近くにさらに1本の毛をもつのが認められた）。前方の剛毛は，左右

の眼の中央を結んだ仮想線上にある。後方のものは，眼の復縁よ（月よるか後方に位置する。頭部の

くびれに小さい点刻を，頭頂に微細な点刻をもつ。微細印刻は♂，♀ともに認められない。頭盾に

は1対の剛毛があり，前縁は一直線である。上唇前縁は変化が多く，通常弱く脅入するがまれにほ

ぼ一直線。触角は細長いが，第7，8節から末方でやや太くなる。第3節は長く，第2節の約2．2

倍。

※　　〒106東京都港区元麻布1－3－28－405
※※　環畠中許第300号
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図1．ApenetretuS ambiguus（BATES），オンタケヌレチゴミムシ，♂，乗鞍岳産．

前胸背板はやや横位で　弱く隆まるが基部で平圧される。前縁はほぼ一直線。前角はほとんど突

出せず，先端は幅広く丸まる。側線は適度に脅曲し，前方3／8でもっとも幅広で後角の前で浪曲し

短かいなから平行する。基線は前縁よりわずかに幅広，一直線であるが後角近くで弱く斜断される。

後角は直角または鈍角で　先端は鈍い。基部縦隆は欠如するか，きわめて痕跡的である。前方の縁

毛は最大幅の位置より少し前方に位置し，付加毛をつねに欠如する。後角毛は後角よりわずか前方

に位置する。基部凹陥は比較的広く凹み，しわと点刻をそなえる。正中線は明瞭，前縁よりはるか

後方で消失するが，基部にはまれに接近する。前方の横溝は不明瞭であるが　小さい点刻を散布す

る。微細印刻は不明瞭であるか，部分的に横長の網目状である。

上辺は長円形。長さは幅の約1．66倍。背面は適度に隆まる。条線は浅く弱く刻まれる。基部小条は

やや長く明らか。基部（第2－4間室の基部に相当する部分）は庄せられ，その部分の条線は消失

する。間室は平らかひじょうに弱く隆まる。第3間室に，第3条に接して通常3孔点，まれに2孔

点をもつ。側線は弱く脅曲し，ほぼ中央附近でもっとも幅広。遡端前の波曲は弱い。麹端は単純に

丸まり，やや離関することがある。斜め後方よりみて，肩部は鈍く小歯状に突出する。微細印刻は

等径的－やや横長の網目状で　♂，♀ともに明瞭に認められる。

咽頭の外側，前胸腰板，前胸側板，中胸腹板，中胸前側板などに粗大点刻を散布する。腹節の毛

の数には変異が多い。末端節は通常♂で1対，♀で2対の毛をもつが，2♀♀では片側において1

本の毛を欠如する。他の腹節には♂，♀ともに通常1対の毛があるが，半数近くの個体で　いずれ

かの1節に1本の付加毛をもつ。また毛の位置の異常（外縁近くに移動）もまれにみられる。

陰茎は適度にキチン化され，幅広の基部から徐々に先端部へ向かってせばまり，右方へ弱く傾斜

する。基方1／4で強く屈曲する。前述のとおり，背面は広く膜質部におおわれている。先端部は背面

よりみて単純に丸まるが，側面よりみて斜め上方および下方へそれぞれ突出し，先端が鈍く丸まる。
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図2－6．ApenetretuSambiguus（BATES），オンタケヌレチゴミムシの雄交尾器：2，陰茎（左側面）；3，同先端％

（背面）；4，右側片（左側面）；5，左側片（左側面）；6，骨片（背面）．（スケール：1m．）

内部には1骨片をそなえる。骨片は比較的強くキチン化し，陰茎の基方1／4の背面に位置する。細長

いL字型で　右片が左片より長い。左右の側片はキチン化が弱く，扁平，幅広で　先端部が細長く

伸長する。そして，それぞれにキチン化のきれめて弱い楕円形～長円形の付属片をそなえる。図示

した個体は，左付属片はキチン化がひじょうに弱く，境界も不明瞭であった。先端または先端部に

長毛，短毛をそなえるが　その数，位置，長さにはかなりの変異があるようである。

〔検視標本〕

7♂♂，9♀♀，岐阜県大野郡丹生川村乗鞍岳。30－VIL1988，長谷川道明採集．

今回調査することのできた個体は，すべて山頂附近（2800m）の雪渓の周辺の石の下より採集さ

れた。

今後の問題点として次の2点をあげておきたいと思う。

1）従来，Deltomeriniに所属する属，亜属を区別するために，頭部，側頭，前胸背板，附節背面

などの毛，または細毛の有無が用いられてきた。しかし，今回検したわずかな個体でさえ，頭部，

上辺，腹節において剛毛の数，位置の異常がみられた。したがって，今後どの点が安定しているの

か，変異の幅を充分に追っていく必要がある。

2）本種に近縁の種，ショウレンゲヌレチゴミムシ　A．shoorengenStS（HABU et BABA）

（1962，p．143）が北アルプスの北部から知られている。この種と，北アルプスのどのあたりですみ

かナているのか，という点が　今のところ，よくわかっていない。筆者の手元にある標本から推測

すると，オンタケヌレチゴミムシは，基産地の御岳山のほか中央アルプス，乗鞍岳に分布し，さら

に分布域はもう少し北へ拡がる可能性があるように思われる。

いずれにしても，同地域のみならず，周辺の地域から充分な標本を採集し，これらの点について
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の解明を進める必要がある。

末筆ながら，常日頃から指導下さり，さらに今回校閲の労をとられた国立科学博物館の上野俊一

博士，ならびに貴重な標本を研究のために提供して下さった岐阜県博物館の長谷川道明氏に厚くお

礼申し上げる。
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